
クルクマ「シャローム」の８～１０月出し栽培法

[要約］無加温ハウスで22-』と之一ヱ「シヤローム」 のβ～１０月出し栽培を行う場合

は３月中旬に定植しハウス内にトンネルを設置する。 定植前に球根を高温で催茎処理

(35℃、 30日間）し､さらに塁-Ａ鐘劃（300倍水溶液）に浸演して定植すると収量が増

加する。
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［背景・ねらい］

クルクマ「シャローム」は夏季の球根切花として最近導入された種類で、生育に高温を

必要とするが栽培法については不明な点が多い。特に出芽時期が開花期や収量に大きく影

響することが考えられるので、８～１０月出し栽培における催芽処理方法や定植時期及び

トンネル被覆による保温方法を明らかにする。

［成果の内容・特徴］

①無加温で栽培する場合には、３月中旬に定植し、６月上旬までハウス内にトンネルを設

置して密閉し気温及び地温を上昇させると、出芽、開花が早くなり、８月の切花本数が多

くなる（図１，表１）。

②定植前に球根を湿潤条件（吸水させて固くしぼったオガクズで木箱にパッキング）で

３５℃、３０日間催芽処理し、処理後さらにＢＡ液剤（６－ベンジルアミノプリン3.0％）の3

00倍水溶液に１時間漫漬して定植すると、定植後の出芽が早くなるともに出芽率が高くな

り、切花本数が増加する（図２，表２）。

［成果の活用面・留意点］

①クルクマ切花生産地における促成栽培技術として活用する。

②催芽処理中はパッキング材料が乾燥しないよう注意するとともに、処理中に球根が腐敗

しやすいので健全な球根を選んで処理する。

③球根は低温に遭うと腐敗するので、８～１０月出し栽培の切り下球根を翌年の切花栽培

に使用する場合には、１１月末までに掘り上げ、直ちに乾燥させ15℃以上の温度で乾式貯蔵

（モミガラ等でパッキング）する。

④ＢＡ液剤は未登録である。
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表１定植時期及びトンネル被榎と切花本数（平成３年）
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注）切花本数は出芽球根１球当たりの本数。

表２催芽処理方法と切花本数（平成４年）

②催芽処理：３月6日～４月5日まで35℃で湿式処理．

③植調剤処理：催芽処理後４月5日に1時間浸漬．

８月９月１０月合計蕊切花畏
切花本数

区

図１定植時期及びトンネル被覆と出芽率（平成３年）図２催芽処理方法と出芽率（平成４年）
注）①４月5日定植．注）トンネル被覆は定植から６月5日まで
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注）①切花本数は出芽球根１球当たりの本数．
②GA:ジペレリンＢＡ:ﾋ゙ ｴーー 液剤Eth:エセフオン
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